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女子をスポーツから疎外するもの
―我が国のスポーツにおけるジェンダー問題―
森　田　美　芽
序　問題の発見
　今日，我が国の女子スポーツの発展は目覚ましい。女子テニスの大坂なお
み選手が女子として初めて全米オープンテニスで優勝し，大きな衝撃を与え
た。その一方，女子体操の宮川紗江選手が，日本体操協会の重鎮のパワーハ
ラスメントを公けにするなど，女子スポーツの話題を通して，一気に日本の
スポーツ界の問題点が明らかにされてきている。その一つは，なぜ女子スポー
ツが男子より注目されにくいかという点である。そこには，女子スポーツが
男子に比べより少ない選手層と愛好家に支えられている存在であり，その背
後には，スポーツをすることや関心を持つことから疎外された女子が多く存
在するという事実がある。確かに一部の優れた選手は顕著な活躍を見せるが，
女子の競技人口は男子のサッカーや野球人口に遠く及ばない。それは，根本
的にスポーツ界に存在するジェンダー問題から生まれる問題ではないか。
　現在では，スポーツとジェンダー問題についての研究も進み，その問題と
なる点も明らかにされてきている。さらに，スポーツはその淵源にジェンダー
問題をはらんでいるとしても，同時に女性に対してもエンパワーメントの働
きをすることができる。むしろ，近代の中でジェンダー秩序化されていた女
性のスポーツを，どのようにして女性のエンパワーメントに結びつけ，女性
の幸福と人生の可能性を増すものとすることができるか，それが我々に課せ
られているのではないだろうか。また，スポーツにおける平等と公正が，す
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↗べての人間にとっての益となるようにするには，どんな課題があるだろうか。
　「現在では，スポーツは個人にとって，社会への参入・統合，自尊感情の育成，
対等・平等な人間関係を築く場，人格の開花等，精神的・社会的にも重要な
意味があると考えられるようになっています。またスポーツは，教育，健康，
社会の発展，平和を促進する手段となり得ると認識され」1 ）ている。
　従って，本稿では，なぜ女子がスポーツから離れるのか，そもそも女子が
スポーツから疎外されるのはなぜかを明らかにしながら，ジェンダー平等と
いう視点から，いかにしてそれを克服するかを考えていきたい。
1 ，教育の諸段階におけるスポーツとジェンダー
　（ 1 ）幼児期から小学校期の運動傾向の男女差
　女性がなぜスポーツをしないのか。それは初めからそうなのか，成長途上
でそうなるのかの研究は，すでに広範に行われている。このことについて，
複数の調査統計からその事実と傾向を考えたい。
　まず，幼児期には，運動というより身体を使った運動遊びが男女を問わず
好まれる。これは，たとえば幼稚園教育要領の「健康」領域においても，そ
の「ねらい」に「自分の体を十分に動かし，進んで運動しようとする」の項
目があり，その「内容」においても，「いろいろな遊びの中で十分に体を動かす」
ことや「進んで戸外で遊ぶ」ことの重要性が取り上げられている。それでは，
その実態として，子どもたちはどのような身体を使った遊びに親しんでいる
か。
　笹川スポーツ財団による2017年の調査では，未就学児の場合，運動遊びの
頻度は，男女で大きな差はないが，10歳を過ぎると，運動の頻度が男女ではっ
きり分かれてくる，と言われる 2 ）。
1 ）飯田貴子，熊安喜美江，來田享子『よくわかるスポーツとジェンダー』ミネ
ルヴァ書房，2018年， 7 頁。
2 ）笹川スポーツ財団スポーツ政策研究所　竹永理『全国調査からみる子どもの
運動・スポーツの現状と課題』2018による。
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　さらに，少し資料は前後するが，2009年に笹川スポーツ財団が，全国都道
府県，平成21年 6 月20日～ 7 月 7 日にかけて行った調査がある。これは質問
紙形式で，保護者の立ち合いの下，調査員による個別聴取に基づくもので，
サンプル数1196件の大掛かりな調査である。
　それによると， 4 歳から 9 歳で全く運動・スポーツを行わなかった非実施
者は5.3％，一方「週 7 回以上」は33.5％。実施した種目は第 1 位「おにごっこ」
61.0％，第 2 位は同率で「なわとび」「かくれんぼ」が49.4％，第 4 位に「水泳（ス
イミング）」44.7％，第 5 位に「かけっこ」42.7％と，いわゆる運動遊びが上
位を占めている。
　運動・スポーツ施設の利用状況は，「学校のグラウンド」が43.9％と最も高く，
以下「公園」21.2％，「自宅や友人・知人などの家の周り」17.7％，「スイミン
グスクール」が16.0％となっている。これらの場所は子どもにとって安心して
遊べる場所であることがわかる。またスイミングスクールへ通う率の高さを
示しているとも言える 3 ）。
　「外で運動・スポーツをすることが好きですか」という問いには「はい」
84.4％，「いいえ」6.4％である。内訳は男子87.4％，女子81.0％となっている。
また「外で運動・スポーツをもっとしたいですか」という問いには，「はい」
72.6％，「いいえ」が10.5％であった。しかし性別で見ると，「はい」の割合は
男子77.5％，女子67.3％と約10％の差が見られた。
　さらに細かく見ていくと，女子は 8 歳で「いいえ」23.4％，「どちらともい
えない」23.4％となる。男子は同年齢では25.9％であることと考え合わせると，
「小学校中学年時に，男子に比べ女子のスポーツ・体育離れの原因を見いだせ
る可能性が示唆される。」4 ）
　http://www.ssf.or.jp/Portals/0/resources/academy/2017/pdf/academy_20180209_1.
pdf
3 ）『子どものスポーツライフ・データ― 4 ～ 9 歳のスポーツライフに関する調査
報告書―』笹川スポーツ財団，2010年，18頁。
4 ）同上，49頁。
↘
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　また，体力についての自己評価では，自分の体力が「たいへん優れている」
と感じる者が13.8％，「どちらかというと優れている」が23.7％であるのに対
し，「どちらかというと劣っている」は5.8％，「たいへん劣っている」は0.5％，
「体力は普通である」と回答したものは56.1％であった。しかし性別で見る
と，男子は「たいへん優れている」「どちらかと言えば優れている」が合わせ
て41.4％であるのに対し女子は33.3％，「劣っている」と意識している割合は，
男子5.2％に対し女子7.5％であった。
　これらの調査を見ていくと，就学前や小学校低学年においては，女子も男
子も同じく活発に運動遊びを楽しむが，女子は小学校中学年くらいを境に運
動遊びから離れていくが，それに代わってスポーツを楽しむという方向への
転換が十分でない現状が見えてくる。
　また，中学校期においては，全く運動をしない層が13.0％に対し，週 7 日以
上行う層は32.5％，高校期には非実施層が24.9％と大きく増え，勤労者になる
と45.7％は非実施者になるという流れがある 5 ）。
　（ 2 ）小学校期から高等学校期におけるスポーツ実施率とジェンダー問題
　2015年に発行された「青少年のスポーツライフ・データ―10代のスポーツ
ライフに関する調査報告書」6 ）によれば，女子が行う運動遊びは，学年別に見
ると，未就園児の場合ぶらんこ，おにごっこ，自転車遊び等が上位を占める。
また小学校 1 ， 2 年生の場合，ぶらんこ，おにごっこなどが挙げられ，中 2
までおにごっこが首位を占めている。中学生になると，バスケットボール，
バレーボール，バドミントンなどの球技や用具を用いたスポーツが増え，中
学 3 年生になると，ここにジョギングも加わってくる。また高校生になると，
ジョギング，バドミントン，バレーボール，ウォーキングなど，個人ででき
5 ）日本スポーツとジェンダー学会『データで見るスポーツとジェンダー』八千
代出版，2016年，46頁。
6 ）SSF スポーツライフ調査委員会／笹川スポーツ財団　『青少年のスポーツライ
フ・データ―10代のスポーツライフに関する調査報告書』笹川スポーツ財団，
2015年，54頁。
― 4 ―
桃山学院大学キリスト教論集　第54号
るものも増えてくる。
　これを男子の傾向と比較すると，男子の運動遊びの傾向を見ていくと，小
学校 3 年以下の年代を除き，常にサッカーが第 1 位に来る。小学校 3 年生ま
では，自転車，おにごっこ，水泳（スイミング），中学校以降はサッカー，バ
スケットボール，野球が人気で，高校になるとサッカー，バスケットボール，
バレーボール，野球に筋力トレーニングが加わってくる 7 ）。つまり，男子の方
がよりフィールドを活用した活発な動きを必要とする運動遊びを好んでする
傾向が見られる。また，運動については，特に中学から高校にかけては，体
育授業とクラブ活動の影響が見られ，授業で共通に行う種目やクラブでの活
動が運動の機会を作っている。
　しかしこのことは，一方では私生活で自発的に運動をすることが少なくな
るという傾向も意味する。つまり，中学校・高等学校では，運動部・スポー
ツクラブ等に所属しないと，スポーツをする機会が，学校の体育の授業以外
になくなるということである。実際，スポーツレベルとしてはレベル 4 程度（週
4 回程度）のスポーツをするには，運動部・スポーツクラブへの加入が大きく，
うち78％程度が部活によるものとされている 8 ）。
　それでは，スポーツクラブ・運動部への加入状況はどうかと言えば，全体
として加入率は57.3％で，うち男子66.9％，女子47.4％と，約20％の男女差が
ある 9 ）。時期別に見てみると，小学校期は72.0％，中学校期は74.5％と，多く
の子どもがスイミング，サッカー，少年野球，ミニバスケットボール等の習
い事をし，中学校では部活などを行っていることがわかる。しかしこの割合は，
高校期51.2％，大学期34.8％と減少する。男子は小学校から中学にかけ80％台，
女子は60％台であるが，高校では男子60％，女子41％の割合になり，さらに
大学では男子43％，女子29.1％に減少し，勤労者になると男子22.5％，女子
12.2％とさらに減少する。
7 ）同上，52頁。
8 ）同上，61頁。
9 ）同上，61頁。
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　こうしたスポーツ実施率が，年齢と共に低下していく理由の一つは，場所
との関係である。学校や保育園・幼稚園が70％以上，公園や広場が幼少期か
ら学齢期になると42.1％から40.5％，逆に体育館やグラウンドが29.5％から
32.1％へと増加する。そのほかでは自分や友達の家が約20％，その他の場所は
いずれ10％以下というふうになっている。つまり，日本でのスポーツ実施場
所の多くは学校の施設に依存していて，学校を出ると学校以外で低廉で気軽
に参加できる場所が少ないことが挙げられるだろう。
　また時間的余裕が少なく，個人でやれるトレーニング以外の集団スポーツ
などをする機会が少なくなることも挙げられよう。
　一般的に，女子は中学卒業，男子は高校卒業と共に運動をしなくなると言
われている。たとえば女子の高校 1 年生段階での運動の実施率は20％低下し，
中学卒業時点を契機に，スポーツをする者としない者の両極化が起こってく
ると言える10）。
　（ 3 ）女子の運動実施率の低下はなぜ起こるか
　なぜ女子の運動実施率が高校で低下するかの一つ原因として，高校でクラ
ブを選択する時，運動部でなく文化部を選ぶ率が高くなっていることが挙げ
られる11）。Benesse 教育開発センターによるこの調査では，男子学生の70.2％
が運動部で13.5％が文化部であり，圧倒的に運動部が多いのに対し，女子は運
動部45.4％，文化部37.7％と，両者が拮抗している。そして運動部の活動日が，
週 5 日から 7 日という者がおよそ 9 割であるのに対し，文化部では同様の活
動を行う者が55.7％，一日の活動時間は文化部では 2 時間以下が60％程度で
あるのに対し，運動部は 2 時間から 3 時間が最も多く75％を占める。つまり，
これに家庭での勉強時間を加えると，ほとんど自由な時間はない。部活動と
いうのはそれだけ高校生に意味を持つが，その中で運動部を選ばない者が増
10）同上，42頁。
11）Benesse 教育研究開発センター　高校データブック2013，39頁。
　https://berd.benesse.jp/berd/center/open/report/kou_databook/2013/pdf/
P34-51.pdf
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えているということになる。
　なぜ女子は運動をしなくなるのか。それについてのさらに詳しい実態調査
としては，群馬県高等学校体育連盟研究部で2014年に行われた調査がある。「小
学生・中学生・高校生のスポーツ活動に関する意識調査」のまとめと呼ばれ
る文書で，もとより女子のスポーツ率が男子に対し低いこと，男子も含めス
ポーツ実施率が学齢期でも年齢を追うごとに低くなることに対して，「高校で
スポーツ活動に取り組むかどうかは「子どもの頃の運動経験が影響する」と
考えられる。「小学生がスポーツ活動に参加するかどうかは保護者の考え方が
大きく影響する」という仮説のもと，児童生徒並びにその保護者の意識の現
状を把握し，スポーツ環境の課題や問題点を明らかにする。」12）という趣旨で
の調査を行っている。小学校から高校まで，各学年300人の児童生徒とその保
護者を対象に行っているという点で，かなり児童生徒自身の声を反映してい
るものである。
　「全員がスポーツ活動を行っているわけではなく，小学生から中学・高校
と通じてスポーツ活動を行っていないものもいることから，その理由を保護
者に聞いてみると，『子どもが運動が苦手または嫌い』が半数以上であり，や
らない理由が環境や保護者の意向ではなく本人の嗜好であることがわかっ
た。」13）つまり，この調査の中では，子どもがスポーツ活動を行わない理由が
本人にあることはわかるが，なぜ運動が苦手または嫌いになるのかの理由は
調査されていない。
　またこのことから，幼少期に苦手意識を持ち，スポーツ嫌いになると，進
学していってもスポーツ活動を行わない可能性が高いことがわかる。「保護者
の運動経験がない理由を見ても同様な傾向があることから，『運動が苦手また
は嫌い』と思わせないことが小学生までの親や指導者には必要と考えられる。
12）群馬県高等学校体育連盟研究部「小学生・中学生・高校生のスポ ツー活動に関する意識
調査」，2014年，1頁。http://gunma-koutairen.com/announce/kenkyubuquestionnaire.
pdf
13）同上， 4 頁。
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また，身近にやらせたい活動があれば， 1 割から 2 割の子どもがスポーツ活
動に参加していた可能性があったことがうかがえ，少数ではあるが人間関係
や保護者の援助を理由にスポーツ活動を行わなかったことが分かった。」14）と
されている。
　この中で，「運動が苦手または嫌い」が男女とも学年が上がるにつれて増え
ていることと，女子に対する「参加させたい活動やクラブ等がない」と答え
る保護者が多いことがわかった。これらを総合すると，「本人の興味・関心
（好き＋得意）＋保護者の意向（価値観↑－負担↓）＋環境＝参加者↑」15）
ということになる，という。つまり，スポーツ活動参加者を増やすためには，
第一に本人が運動に興味・関心を持てるようにし，かつ保護者が子のスポー
ツ参加を良しとする価値観を持ち，またそのことによる負担を減らすことで，
また周囲に好みのスポーツをできる環境が必要ということである。
　問題は，本人の興味・関心を持てるようにすることであるが，現状の日本
でそれができないのはなぜか。
　（ 4 ）女子のスポーツ離れ―スポーツよりダイエット―
　この群馬県の調査では，女子がなぜスポーツを離れるかについて，この傾
向が全国的な他の調査でも示されており，本県に限ったことではない，として，
現状を変えさせることはできないのだろうか，という疑問を発している。「ス
ポーツ界の発展を考えると，小学生の体力を向上させ運動好きに育て，中学
生の参加者を満足させ，向上心を持っての高校で継続させたり，新しい種目
を提供して高校時代の参加者を増やし，生涯スポーツにつなげることが理想
である。」16）と語られている。その理由として，大学受験の問題や勝利至上主
義の弊害，他の選択肢の増加（アルバイト，文化部，塾通い）などが想定さ
れている。また部活動をやめる原因として，人間関係や活動についていけな
いことが挙げられている。それらも当然ではあるが，問題はむしろ，女子にとっ
14）同上， 4 頁。
15）同上， 5 頁。
16）同上， 3 頁。
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てスポーツをすることが人生の中で重要な価値として位置づけられないとい
うことにあるのではないか。
　理由として考えられるのは，年齢が上がるにつれ，受験等の制約が増えて
くることは無論だが，女子がスポーツをすることについて，高い価値が与え
られないことが挙げられるが，それに代わる価値として，「痩せること」があ
るのではないか，と考える。たとえば，いまの児童生徒にとって，ダイエッ
トは大変な関心の対象であり，インターネット上には，小学生対象のダイエッ
ト法が多数見られる。また，中高生はもちろん，若い女性を対象としたメディ
アには必ずダイエット記事が見られ，それが痩せ願望を刺激する大きな原因
の一つであると言われるが，なぜ健康であることではなく，スポーツをする
ことではなく，痩せることに関心が寄せられるのか。
　これについては諸説あるが，一つの理由は自己肯定感との相関である。つ
まり，痩せることへの願望の強さは，自己肯定感が低い場合，より強くなり
やすい17）。そしてその理由として，「痩せたいと思う理由」については，彼女
たちが「痩せていることが良いとされる社会」を挙げたことが注目される。
また，「周りに痩せている人が多い」「周りの人から体型維持ができる人と思
われたい」というふうに，女子大学という環境が影響していることをうかが
わせる事項が挙がった。痩せることへの意欲は，単に周囲の異性の目のみな
らず同性の目といった，両方からの評価に関わるものである。異性の目は当然，
男性から評価されたいということだが，太っていると同性からの評価も低く
なる。女性からよく言われるのは，「綺麗な服が着たい，ファッションの範囲
が広がる」というものだが，これも同性からの評価を気にしてのことである。
つまり，「痩せていることは良い」「痩せている方が美しい」という刷り込み
が，この40年間にメディアを通して宣伝されてきた結果，現在の女子学生は，
その価値自体を疑うことなく受け入れているケースが多く18），その中で自己肯
17）中島正夫・大島千穂・續順子・加藤千沙「女子大学生の痩せ志向について―第
1 報：質的研究―」椙山女学園大学研究論集，第47号（自然科学篇）2016，7 頁。
18）同上， 7 頁。
― 9 ―
女子をスポーツから疎外するもの
定感に欠ける学生ほど，そうした価値観に流され，痩せ願望を強く持ってい
るということである。
　問題は，この痩せ願望が，健康面での配慮や運動やスポーツに結びつくか
ということであるが，これについては興味深い統計がある。一つは，宇都宮
大学における「中学生の痩せ願望と運動体験に関する実態調査」19）である。
　この調査では，宇都宮市内の中学生を対象に質問紙形式で行われ，結果と
して，「運動部に所属している者の方が，痩せ願望が低く，自尊感情が高い」
という負の相関が見られること，中学校期における運動習慣の有効性を確認
できた，としている20）。ところが，島根大学による「体型認識と運動習慣か
ら評価した若年男女および女性隠れ肥満者の痩せ願望」という調査に基づく
論文では，「男女の痩せおよび普通群において運動習慣の有無別にみた理想
BMI に差はみられなかった。隠れ肥満群と BMI をマッチングさせた対照群
の比較では，両群間に自己体型評価の有意な差はみられず，実際の BMI と理
想 BMI についても有意な差はみられなかった。以上の結果より，若年女性は
自己体型にかかわらず痩せを求める傾向があることが認められ，運動習慣の
有無は男女ともに理想 BMI に影響しないことが示唆された。また，隠れ肥満
者は対照群よりも強い痩せ願望を持っているのではなく，生活習慣そのもの
に要因があると考えられた。」21）と，運動習慣があってもなくても理想 BMI に
は影響せず，自己の体型にかかわらず痩せを求める傾向があることが見られ
る。
　ここに，中学生時代は運動が痩せ願望に対する健全な判断力を作っていた
としても，大学生になると，運動習慣があっても理想の体型を求め痩せ願望
を持つという傾向が出てくると言える。つまり，運動を通して得た自尊感情
19）室岡優子・茅野理子「中学生の痩せ願望と運動体験に関する実態調査」宇都宮
大学教育学部教育実践総合センター紀要第33号，2010年，243頁。
20）同上，243頁。
21）安田雅宏・原丈貴「体型認識と運動習慣から評価した若年男女および女性隠れ
肥満者の痩せ願望」島根大学教育学部紀要（自然科学）第42巻，2008年，107頁。
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をもってしても痩せ願望には勝てないか，そもそも自尊感情自体が非常にも
ろいか，それだけ周囲の圧力が大きいか，いずれにせよ，女子の中で「スポー
ツをすることを楽しむ」「スポーツができる」ことが，選択肢としては「痩せ
ること」「痩せていること」より優先順位が低いことが多い。
　つまり，女子の女子に対する評価が「痩せている」「見かけが綺麗」という
ことではあっても，「スポーツができる」「スポーツを楽しんでいる」はそう
した評価には及ばないということがある。言い換えれば，求められる女性像に，
スポーツを楽しむ，スポーツができるということが入っていないことではな
いか。しかし，「痩せる」には健康という要素が不可欠なのに，そのことがあ
まり顧慮されていない傾向がうかがえるのではないだろうか。
　（ 5 ）女子教育の中の運動・体育の位置づけ
　もう一つの理由として，学校体育において，体育の位置づけが，鍛錬や身
体の強化に向けられ，運動による身体の自己解放の喜びや充実には置かれな
かったことが挙げられる。
　日本の教育史の中でも，女子の運動・体育に対しての位置づけは，「女性は
しとやかに」という名目で，あまり重視されなかったことが指摘されている。
女子が運動遊びを好むことに対し「お転婆」といった否定的評価がなされて
きた。
　明治期に女子の体育を積極的に取り入れたのはミッションスクールであり，
そこでは女子に向いた体育ということで，テニスやダンスが取り入れられ，
欧米人の教師がそれを指導した。日本の公立学校で女子に体育が取り入れら
れたのは，「良妻賢母」「健康な子を産むため」という理由づけであった22）。こ
れは男子も同様，皇国のための兵士や人材を育てるための体育であったが。
いずれにせよ，日本では体育・運動は，自分の興味や自分自身の健康に配慮
するとか，自分の体の主体として自分の体の感覚を喜ぶということに結びつ
22）掛水通子「近代スポーツ史における女性の地位：戦前における女子体育教師
の出現に関するジェンダーの観点からの考察」，『スポーツとジェンダー研究』
vol.14，2016年，49頁。
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きにくかったのではないか。
　また，掛水はもう一点，女子の体育指導が，男性教員の手で行われてきた
ことも指摘する23）。ミッションスクールでは，女子体育は女性指導者の手で，
という原則で行われたが，公立学校では小学校以上になると，女性の体育教
師の少なさから，ダンス以外は男性教員によって行われるという傾向が強かっ
た。そのことが，女子の体育にとって，体力的な問題や女性の身体上の問題
に対する理解の薄さのために，体育が苦痛となる原因の一つではなかったか。
たとえば，男性の体育教員は，生徒指導を担当することが多く，規則を守ら
せる役割，厳しく指導する役割を内面化しているために，ダンスのように生
徒に自己解放させて自由に楽しませるに役割葛藤を感じることが多いと言わ
れる24）。ここから，どうしても男性教員による女子の体育指導が，厳しく訓練
する方に向きやすく，楽しみとしての運動・体育が，競技的性格の強いもの
になりやすくなることは言えるだろう。
　（ 6 ）学校体育におけるジェンダー形成の問題
　以上見てきたように，学齢期において，年齢が進むにつれ，運動から離れ
る理由の一つに，女子にとって運動やスポーツが自己の心身の充実のために
行うという動機が弱く，思春期以降は特に「痩せる」ことへの関心が必ずし
も運動習慣につながらないことを見てきた。それに加えて，学校という組織
の中での体育・スポーツを通じて学ぶジェンダー意識が，こうした運動をよ
り避ける方向へと向かわせることが言えるのではないか。
　在木美粧・飯田貴子の研究によれば，大学でスポーツとジェンダーについ
ての関係科目を履修した男女学生に対して行った調査から，学校における体
育が，いかに学生たちにジェンダー意識を形成したかを分析している。
　第一に，学校での体育を通して，男女差が男女の優劣・上下関係として認
23）同上，50頁。
24）酒向治子（岡山大学），竹内秀一，猪崎弥生「中学校保健体育科の男性教員
のダンスに対する意識―語りの質的検討―」，『スポーツとジェンダー研究』
vol.14，2016年， 7 頁。
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識される。それは，こと学校における体育において，男女の運動量や技能の
差は明白になる。そこに，教師の言動が男子の優位性をより強調することが
加わると，優越志向の男子にとっては自信となり，女子は消極的な自己評価
（たとえ優れていたり，できたりしても，それで自己評価を高くすることに結
びつけない）となりやすい。しかも学校は小学校よりも中学校，中学校より
も高校において教員の男女構成が男性優位となり，そうした言動がより強化
されやすい。そのことで，男女の優劣という形で認識されやすくなる25）。
　また，そこから教師が男女の特性という言い方をすると，それが性役割と
して学習され，部活動等ではそれを再現することになる26）。こうした性別役割
分業の再生産に加え，男女でスポーツに関する機会の不平等，またかけられ
る期待の不平等という形で，女子にとってはスポーツをするという選択肢が
狭められていく。また女子のスポーツに関して，体操着の「ブルマ」に代表
されるように，女性を性的対象物にするような要素がある27）。
　こうして，スポーツを通して女性が劣位に置かれるのに対し，男性はスポー
ツを通して「闘争性」「根性・忍耐の世界」「男同士の絆（ホモソーシャルな
関係）」を学び，それが女性への優越を作り出すものとして特権化される28）。
学校はジェンダーを作り出すだけでなく，スポーツを通してさらにそれを強
化してしまう働きを持っている。これを解決するのは容易ではない。
2 ，生涯スポーツとジェンダー
　女性がその生涯で，一度やめたスポーツを再度行うことはあるだろうか。
またスポーツを経験したことは，その後の人生でどのように影響するだろう
か。
25）在木美粧・飯田貴子「学校体育におけるジェンダー形成―大学生のメモリーワー
ク分析から―」，『スポーツとジェンダー研究』vol.2，2004年，20頁。
26）同上，22頁。
27）同上，26頁。
28）同上，27頁参照。
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　成人女性が年 1 回以上スポーツを行う実施率，または 1 年を通して全く行
わなかった率は，21.9％，29.5％で，男性がそれぞれ30.6％，23.2％であるの
に比べて低い。しかし週 2 回以上， 1 回30分以上，運動強度「ややきつい」
以上のアクティブ・スポーツ人口は，女性が21.3％，男性が16.2％と上回って
いるが，週 5 回以上となるとやはり男性20.9％，女性16.5％と，全体として女
性の運動実施率が低くなっている29）。
　また年代別に運動・スポーツ実施率を見ていくと，「全く運動しない」割合
で男女に10％以上の差がつくのが20代と70代以上であり，20代の20％の女性
が全く運動しない。また70代以上になると，男性28.6％に対し，女性で全く運
動しないのは39.1％と急に大きくなる30）。
　傾向として，10代でも学齢が進むにつれて運動しなくなり，女性では中学
校期から高校期にかけて非実施者が25％となる。一方，男子は高校卒業とと
もに運動非実施率が高くなるという傾向が見られる。
　ここで一つ参照できるのは，女子がどんなスポーツを行っているか，とい
う点である。成人女性の場合，男女に共通した「散歩（ぶらぶら歩き）」「ウォー
キング」「筋力トレーニング」「体操（軽い体操，ラジオ体操など）」「ジョギ
ング」「ボウリング」のほかは，「水泳」「ヨーガ」「バドミントン」「なわとび」
である。しかし，散歩，ウォーキング，体操のほかの実施率は10％以下であり，
10代で行う上位の「バドミントン」「バレーボール」「バスケットボール」な
どは全く上位に出てこなくなる。つまり，女子は10代以下から継続して行え
る運動はほとんどない状態であることがわかる。男子が幼児期から「サッカー」
などに親しみ，高齢になっても「ゴルフ」「キャッチボール」などのスポーツ
が上がるのと対照的である。ここでは，「実施率の男女差の原因の一つに，実
施種目が関係しているのではないかと考える」31）とされているが，女性の場合，
学校を卒業してしまうと，学校時代に馴染んでいた球技等を行う場所，仲間，
29）『データで見るスポーツとジェンダー』，43- 4 頁。
30）同上，45頁。
31）同上，47頁。
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用具等がなくなり，また出産・育児等でそれどころではなくなるという状況
がある。結局，女性が生涯スポーツを行う上で，女性が学校を卒業して後，
継続してスポーツを行う環境が整えられる必要があると言えるのではないか。
　このことを裏付けるのは，成人の運動・スポーツ実施頻度に関する調査（笹
川スポーツ財団，2014）である。女性のスポーツ実施率は，自営業，勤め人，
専業主婦，パートタイム・アルバイト，無職という 5 つの分類では，非実施
率は自営業，勤め人，専業主婦においては大きな差はない（27～ 8 ％）が，パー
ト，無職になると34％になる。また専業主婦は，週 5 回以上の運動を行う率
が約45％と高くなるが，勤め人，自営業はそれぞれ31％，33％である。一方，
無職者は39％，パートは31％となり，時間的余裕のない層は運動からも疎外
されやすい環境にあることが見て取れる。
　一方，「見る」スポーツにおいてはどうか。
　体育館やスタジアム，球場に直接足を運んでスポーツを観戦することを「直
接観戦」，テレビを通じて観戦する「間接観戦」に分けると，過去 1 年に直接
スポーツを観戦した割合は，男性36.3％，女性26.9％と，女性の方が低い。ま
た種目別観戦率を男女別に見ると，ほとんどの種目で女性の観戦率は男性よ
り低い。たとえばプロ野球が男性20.2％，女性が11.5％，J リーグが男性8.0％，
女性3.1％など，女性は直接スポーツ観戦する機会が，男性の半分またはそれ
以下という数字が出ている。またプロゴルフは男性1.9％，女性は0.7％。格闘
技は男性1.9％が観戦しているが，女性はわずかに大相撲が0.7％にすぎない。
女性の方が高いのは「マラソン・駅伝」が5.1％（男性4.3％），「バスケットボー
ル」，「バレーボール」「フィギュアスケート」などである32）。
　さらに間接観戦についても，テレビによるスポーツ観戦を取り上げるなら，
男性では92.5％，女性では89.2％がテレビを通してスポーツを観戦している。
男性の上位種目は「プロ野球（72.6％）」「サッカー日本代表試合（58.9％）」
「高校野球（56.4％）」であり，女性は「フィギュアスケート（70.3％）」「プロ
32）同上，55頁。
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野球（46.4％）」「マラソン・駅伝（45.0％）」であり33），特にフィギュアスケー
トの観戦率は女性と男性でかなり差がある。これらは2014年の統計であるが，
この点について，男性はチームを，女性は選手を応援する，と言われるよう
に34），女性ファンは個人主体で応援し，そのため注目選手がいるか否かによっ
て観戦率が大きく変わると言える。この年2014年で言えば，フィギュアスケー
トに羽生結弦選手がいたことが大きく影響したのではないだろうか。羽生選
手のファンは女性が多いため，この結果もうなずける。また女性のスポーツ
観戦には，自分だけでなく家族や縁者への応援という意味もあるであろう。
　そもそも，スポーツを見るには，ある程度の関心と知識が必要であり，そ
の関心を生み出すところは，実際に自分がやっていた，あるいは身内や友人
がやるのを見ていたなど，スポーツに触れられる環境と，そこから喜びを体
験できることが必要であるが，その意味でも女性のスポーツへの関わりは，
家族や近隣といった条件に制限されやすいと言えるのではないか。たとえ学
校でスポーツを楽しんだとしても，それを生涯において生かすためには，身
近にスポーツのできる環境，仲間が必要である。その意味で，地域スポーツ
の展開が今以上に必要なことは明白である。
3 ，スポーツとセクシュアル・ハラスメント，暴力
　さて，女子をスポーツから遠ざけるものの一つに，セクシュアル・ハラス
メントがある。大学で女子がスポーツ環境において経験するセクシュアル・
ハラスメントについての研究がなされているので，この調査を参考にした
い35）。
33）同上，56頁。
34）同上，57頁。
35）高峰修，飯田貴子，井谷惠子，太田あや子，熊安貴美江，吉川康夫「女子大学
生がスポーツ環境において経験するセクシュアル・ハラスメントの特性と構造
―体育会とスポーツ系サークルの比較」，『スポーツとジェンダー研究』vol.7，
2009年，17-28頁。
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　方法としては，全国23大学・短期大学の男女学生を調査対象とし，2003年
6 月から11月にかけて実施（第 1 次），また2006年10月（第 2 次）を実施して
いる。 1 次では3587部の配布に3382部の回収， 2 次では621部を配布し607部
の回収実績がある。質問内容は，19の言動からなる SH 項目を準備し，認識，
見聞，経験について 4 段階尺度で判断するもので，また倫理的観点から任意
調査とされている36）。
　その結果は，「活動中に腕や肩などにさわる」「活動中に背中や肩をマッサー
ジする」「あいさつや励ましのためにからだにさわる」が体育会・サークルを
問わず高いが，セクハラと思わない割合が高く，特に体育会所属の学生はサー
クル所属の学生に比べ，身体的接触を「セクハラ」と認識していない学生の
割合が高くなる。「容姿やスタイルなど身体的な特徴を話題にする」や「性的
ないやらしい言葉や冗談を交わす」はいずれも「思う」の割合が高いが。そ
して一般の学生の方が体育会の学生よりも，「特定の人物だけに個人指導をた
びたび行う」「からだをじろじろ眺め回す」をセクハラと認識しやすく，「女
性のくせに」というものいいに対してはほぼ同等であった。サークル学生が「認
識する」割合が低いのは，「お茶くみ，掃除，私用などをさせる」「旅行や遠征，
合宿先で自室に呼ぶ」などであった37）。
　また，誰が行為者となるかについては，学外指導者，教員，上級生，同級
生などであるが，体育会学生に見られる傾向として，各言動を学外指導者か
ら受ける場合が多いと言われる。他方，サークル学生に見られる傾向としては，
教員と上級生が行為者になる場合が多いということである38）。
　体育会の環境では，「食事やデートに誘われる」「性的な内容のメールを送
られる」「スポーツ活動中にマッサージをされる」といった言動が「性的関係
を迫る」ことのリスクファクターとして挙げられる。またサークルにおいて
は女子学生にお茶くみや私用をさせると言う「私物化」がリスクファクター
36）同上，18頁。
37）同上，21頁。
38）同上，23頁。
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として挙げられる。こうした点から，「スポーツ環境においては必要だと思わ
れがちな指導者と競技者，あるいは競技者間でマッサージやテーピングをや
り合うという慣例，場の雰囲気を和ませるための性的な冗談，コミュニケー
ションをとるために指導者が競技者を食事に誘ったり自室に呼び出す，女性
のスポーツを二流だと考えその業績を低く見てしまう，こうした言動は独立
して生じているのではなく，ある言動が他の言動に影響を及ぼしていると言
える。さらにそうした言動が日常的に生じるスポーツ環境が，深刻なセクシュ
アル・ハラスメント（以下引用中は SH）の発生につながる」39）という可能性
を示唆している。こうした研究を通して，「取るに足りない SH 的言動がより
深刻なSHへと発展する可能性」を示唆したが，実際問題として，セクシュアル・
ハラスメントが生じる背景に，指導者や上級生といった相手に逆らいがたい
現状があり，体育会系独特の年功序列の力関係があって，たとえ嫌だと思っ
ても面と向かってノーと言いにくい環境があること，サークルにおいてはい
くらか和らいでも，依然として同様の傾向が見られることがあるだろう。
　女性が大学でスポーツに親しみ，また選手として活躍することが好ましく
ても，こうしたセクシュアル・ハラスメントの危険は，女性をスポーツから
疎外し，またスポーツの喜びを辛いトラウマに変えてしまう可能性がある。
　また，スポーツが暴力と結びつきやすいことも考えなければならない。高
橋峰修は，スポーツにおける暴力経験について，女子大学生だけを対象とし
た調査を行い，その結果を報告している40）。その結果言えることとしては，暴
力が発生するのは，バレーボール，バスケットボール，ハンドボールなどの
集団競技において高く，また指導者が男性の割合が高いということである。
また高校での運動部で体罰を受けた経験が高い傾向が見られる41）。
　また，実際の暴力行為の内容として，「素手で殴られる」は「指導者から男
39）同上，27頁。
40）高峰修「暴力とセクシュアル・ハラスメント」，『データで見るスポーツとジェ
ンダー』，八千代出版，2016年，131頁。
41）同上，131頁。
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子」が多く，蹴られるのは「上級生から男子」が多いとされている。女子は，
「指導者からものを投げつけられる」と「暴言を言われる」が多い。ただし「暴
言」は「指導者から男子」も同様で，「上級生から男子」が最も多い42）。
　さらに，学生時代にスポーツ指導者から暴力を経験した男女別リスクを考
えると，「素手で殴られる」「物で殴られる」「蹴られる」「物を投げつけられる」
「暴言を言われる」「懲罰的な練習をさせられる」のいずれの項目でも男子の
リスクが女子の 2 倍近く，あるいはそれ以上に多い43）。
　こうした統計から見ていくと，日本の体育・スポーツ界において暴力が当
然のことのように存在し，そのことがクラブ活動などでスポーツを楽しむこ
との妨げになっているのではないかと思われる。暴力を受ける，それを見聞
きしたり体験したりすることで，スポーツ自体への忌避が起こってしまう。
また暴力が日常化することで，暴力に批判的な精神が持てなくなり，自分が
下級生や生徒を指導する時に，馴染んだ暴力という手段を使うことに抵抗が
なくなるなど，根の深い問題がある。
　また，ある女性指導者にも，女子の指導はやりにくい，一つ気を損ねると
全部嫌になる，という発言が見られる44）。女子を指導する場合，単純に力によっ
て押さえつけるのではなく，本人の気持ちを尊重し，自発的に競技の向上に
向かおうという気持ちを起こさせることの方が重要であるが，どうしても力
に頼った指導が幅を利かせるという状況が続いているのではないか。
　もしセクシュアル・ハラスメントや暴力の経験があれば，スポーツを見る
こともその情報に触れることにも忌避感が生まれやすく，スポーツをする，
見ることを通しての楽しみは遠ざけられてしまうだろう。それは健康で自己
肯定感のある人生という視点から，大きな損失と言えるのではないか。
42）同上，133頁。2013年笹川スポーツ財団のデータより。
43）同上，135頁。
44）本間三和子「指導者から見た女子選手」，『日本臨床スポーツ医学会誌』vol.10，
No2，2002年，254頁。
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結語
　なぜ女子はスポーツを続けることができないかを見ていく時に，やはりそ
こに，根深いスポーツとジェンダーの問題が横たわることが見て取れる。女
子は自分の身体に対し，スポーツを通じて適切に関わったり，そこから得る
充足感や自己肯定感を十分得られることなく，スポーツから疎外されていっ
ていることがわかる。
　この理由の一つとして，近代スポーツがあくまで男性を鍛え男性性の優越
性を示すための存在であることが指摘されている。
　ドナルド・サポーとロス・ランフォーラによれば，スポーツは少年や若者
たちを有害な「男性の性役割」へと社会化することになる。つまり，「スポー
ツの第一の機能は，男性の優越性，競争，仕事，成功といった伝統的価値観
を普及し強化することにある…スポーツを通して，少年たちは男になるよう
に訓練され，そうした厳格な役割規定を取り巻く社会的な期待や態度をすべ
て反映するように訓練される。スポーツは支配的分化の鏡の役を務めており，
性差別的な諸制度間を繋ぐ鎖の環の役を果たしている。」45）
　現在では，女子がスポーツをすることに保護者による抵抗は少なくなって
いるが，それでも男子に比べ，仮にスポーツが上達しても，将来そのスポー
ツを職業にすることやそのことに対する経済的不安などが付きまとうだろう。
フィギュアスケートにしろテニスにしろ，また体操やシンクロナイズドスイ
ミングにしろ，女子向けとされるスポーツはお金がかかる割には将来それで
経済的に恵まれるとは限らない。これはたとえば女子サッカーなども同様で，
ワールドカップで優勝したなでしこジャパンのメンバーでさえ，男子の10分
の 1 以下の報酬しかなく，アルバイトでスーパーのレジ打ちをする必要があ
るほどである。
　つまり，女子のスポーツについて，本人にかなり強い意志がなければ，親
45）ドナルド・サポー，ロス・ランフォーラ「スポーツ・男性・ジェンダー」，『ス
ポーツとジェンダー研究』vol.2，2004年，77頁。
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も男子の場合ほど支援したり励ましたりというモチベーションが働きにくい
ということになる。また男子に比べ，サッカーや野球などのチームゲームは，
地域のスポーツクラブ等が成立するほどの人数が集まりにくいため，余計に
スポーツの種類が限られ，仮に興味を持ってもできる環境にないということ
になりやすい。
　従って，女性がスポーツをしないという原因が，男女差があるということ
であるなら，それがそのまま結果になり，それがまた次の結果を生み出す原
因となっており，いわばマイナスの結果の堂々巡りになり，さらに強化され
ていくような観を呈している。
　女性が，自分自身の身体を喜び，肯定的に受け止め，スポーツを楽しむこ
とを通して自己をよりよく発展させるという意識は可能だろうか。女性のス
ポーツやアスリートに関わる言説は，しばしば女性に対し「競技よりも家族」
「スポーツにおける卓越性よりも異性から愛されること」を是とする価値観に
縛られ，それを再生産してきた。従って，これから女子がスポーツを生涯楽
しみ，それを通して健康な身体や良い人間関係を得て，人生を充実させてい
くエンパワーメントとなるためには，次の要素が必要と思われる。
　第一に，社会における男女共同参画の推進。言説として，男女の特性論は
しばしば女子を男子より劣った者とする口実に使われやすいので，個々人の
尊厳とより良い人生のためのスポーツであることが必要との認識が求められ
る。
　第二に，暴力やセクシュアル・ハラスメントの防止。誤った力の行使やハ
ラスメントは，人権侵害として受け止められるようになったが，さらに一歩
踏み出して，自分らしく，人間らしく生きる人生を阻害するものであること。
従ってスポーツの指導においては，力による抑圧や支配ではなく，スポーツ
をする一人ひとりの人生の充実に目標が置かれなければならないこと。
　第三に，スポーツにおける優位が男女の上下関係につながらないことの意
識改革の徹底。
　第四に，女子が，自分自身について，健全な身体観を持ち，自己の身体を
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充実させる喜びを，スポーツを通じて感じられるようになること。そのため，
発達段階を無視した過度の運動の強要，勝利至上主義といった弊害をなくし
ていくこと。
　第五に，女性の健康を無視したような過度の「痩せ志向」を誘発するメディ
アの規制。
　スポーツにおけるジェンダー問題は，実は我が国のジェンダー問題の反映
でもある。オリンピック憲章にもあるように，スポーツは人権であり，心身
の健全な発達にとって大切な機会である。それを社会の手で歪めてはならな
い。
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